









































学術情報ネ トワ ク運営 連携本部設立 （ ）
連携ソフトウェアとしての研究グリッドの実用展開




















































































国際回線 日本-米国間 10Gbps * 2
日本-シンガポール間 622Mbps
日本-香港間 622Mbps
National Inst i tute of  Informatics 8








①マルチレイヤサービス 複数のレイヤ (IP系、Ethernet系、専用線系)のサービスを つのネ トワ クで実現
・次世代SDH技術


































































































































































































































































































































































































































































 AP Grid PMAなどグリッド独自のセキュリティレベル
 プロキシ証明書など一般的なPKIとは明らかに異なる概念

































































































































































































































































































































H16.4 H17.4 H18.4 H19.4
40Gbps 0 0 0 2
20Gbps 0 0 0 8
10Gbps 28 28 29 28












1Gbps 6 10 32 30
30～200Mbps 26 22 2 0
総帯域（Ｇbps) 290.46 300.20 331.80 569.20





















































































































































H.20.6 H.21.3 H.23.3 H.26.3 H28.3
10%以下 10-20% 20-30% 30-40%











H.20.6 H.21.3 H.23.3 H.26.3 H28.3
10%以下 10-20% 20-30% 30-40%
































































































































































































































































































































































































加入機関 任意 各機関で調達 ・基本はDC収容・ノード校収容も検討
10M～1G
加入機関 次世代Bフレッツ 現在のSINET Bフレッツと同様の手続き ベストエフォート











２００８年度 （平成20年度） ２００９年度 （平成21年度） ２０１０年度 （平成22年度） ２０11年度
（平成23年度）
加入機
関
ＳＩＮＥＴ
3利用説
明
会へ の
参加
次期ＮＷ資料
の到着
調達説明会
へ の参加
アンケート調査回答
共同調達参加の
検討
次期学術 次期学術
契約 移行作業
契約
運用開始ＹＥＳ
未定
引き続き検討いただく
フォーラム開催
現在
移行作業ＹＥＳ
59
国立情
報学研
究所
SINET3
利用説明会
の開催
次期NW相談室の設置
次期ＮＷ資料
の郵送
調達説明会の開催個別事情のある大学との調整
（現行回線契約の統一化等）
仕様書確定・開札（第１回）
情報ネッ トワーク運用
設計・構築 移行作業
仕様書確定・開札（第２回）
ＮＯ
今までどおり自前で調達
